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138 夫界新知識 天界154
　　〔K：nowL　14，48（189エ）〕　　　　S．　W．　Bllrnham氏，　　週期　450年，
　　〔A・N・152，1（1892）〕　　　　　・S，v・GlasenapP・氏，　　　，，　166・24，
　　（P．　A．　25，　668　（1917））　ltl．　N　Russell，　．EE，　，，　215．
今般，Yerkes天文墓で，　Van　Biesbr。eck正課指導の下に，　R・N・Van　Arnam氏が，
1930年までの観測結果を利用して，Zwier法〔A・N・139（1896）〕により，下の如き軌
道を算出した．〔A．J．1000〕
脚????＝＝＝?＝【【?? ???? 含＝｝9：雛49：一8幾唇
親差を＋0！！007（Sproul天文垂の～貝rl定）とすれば，此の蓮星系の質量は，吾が太陽の12．5
倍となる．
　　　　　　　　　　　　　花山だよリ
去る十二月13日，花山天文憂は葛城伯爵御夫妻を御迎へするの光榮に浴した・
丁度此の日は正午に大垣工暗部に火災が起り取り込んでみたが，事務室の松
村民も來られ，午後1時牟頃山本教授御夫妻以下皇員一同奉迎裡に伯爵御夫
妻は細川候，狩野名轡教授と共に御着きになり，4時頃まで，山本教授の御
案内で構内を御一巡遊ばされた．今年は六月17日に大谷光暢師御夫妻，十月
28日に久魎宮若殿下，本日伯爵御夫妻と，都合三度光榮に浴した次第である・
爾ほ十二．月8日前は賀川豊彦氏が参観に來られた．同15日置はi新城名轡沁沁
が蹄朝され，翌16日には國際経度観測が終了し，20日には金星の掩蔽が観測
された．此の日は山本教授は倉敷で齪測されたが，花山には田謬名轡教授が
來られて大ド1ム室で，壷員と共に観測された。
　十一・一・一月30日から始まってみた構内電柱様模替へ工事は十二月5日を以て終
った．此れに依って今迄本館西側にあった攣歴器は宿舎西側に移され，電線
も西側の松林にかくれて暗々とした感じとなった．此の工事に績V・て，十二
月7日より構内弱電流々電線も模様替へ工事：を起し，今迄三角塔を電柱代のに
使用してみたのを止めて，テニスコ1ト西側の電柱に依って，本館子午線館
其他と連絡する事になった，此の工事は10日に終了した．更に十二月19日に
は三角塔を取りこはし，同22日には花山道路に標柱や自動車への注意二等各
所に立てられて，天文豪の面目が一新された弾じとなった．　　（星見山人）
